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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車用の灯火または表示装置であって、
　　光ガイド（１０）であって、その少なくとも一部が、ほぼ円形で垂直な基本横断面（
１６）が誘導線（１８）に沿って移動することによって生成され、前記基本断面（１６）
の輪郭（２０）が、前部周囲照明部分（２２）と、後部光拡散セグメント（２６）を含む
後部周囲部分（２４）とを含み、前記基本断面（１６）が、前記拡散セグメント（２６）
から前記前部周囲部分（２２）まで、後部から前部に延長する横方向（Ｔ）を有する主光
軸（２８）を含む光ガイド（１０）と、
　　前記光ガイド（１０）によって導かれるように、少なくとも１つの端面（１４）を介
して、光ガイド（１０）に入射する光線（Ｒｃ）を発する光源（３０）とを備え、
前記導かれた光線（Ｒｃ）が、概ね前記誘導線（１８）の方向に連続的に全体として反射
されることによって前記光ガイド（１０）内を伝播し、かつ前記後部拡散セグメント（２
６）に達する前記導かれた光線（Ｒｃ）が拡散されて長さの外側へ出射する、後部に向か
って拡散された光線（Ｒｄ）と、前記主光軸（２８）の所与の立体角中に含まれる、ガイ
ド（１０）の内側に向かって拡散された光線（Ｒｅ）とが、長さの前記前部照明部分によ
って屈折されるようになっており、
　　さらに、前記基本断面（１６）から、その後部周囲部分（２４）を通過して出射する
光線（Ｒｄ、Ｒｄ’、Ｒｅ’、Ｒｅ”）を前方に再誘導する少なくとも１つの反射板（３
２、３８、４０、４４）を備え、前記主光軸（２８）に沿う前記後部拡散セグメント（２
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６）に対向して位置し、かつ後部に向かって拡散された前記光線（Ｒｄ）を、それらが前
記前部周囲部分（２２）によって屈折されるように、前記基本断面（１６）の内側に向か
って反射する後部反射板（３２）を備えることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記誘導線（１８）に直交する平面において、前記後部反射板（３２）が、それが反射
する、前記後部光拡散セグメント（２６）によって発せられた光線（Ｒｒ）が、前記前部
周囲部分（２２）から実質的に前記主光軸（２８）に平行に出射するような形状を有する
ことを特徴とする、請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記後部反射板（３２）が、後部に向かって拡散された前記光線（Ｒｄ）を収束様態で
前記後部拡散セグメント（２６）に向かって反射することを特徴とする、請求項１または
２に記載の装置。
【請求項４】
　前記後部反射板（３２）が、中心が前記後部拡散セグメント（２６）上に大域的に配置
される円弧形状の垂直な基本断面を有することを特徴とする、請求項３記載の装置。
【請求項５】
　前記後部反射板（３２）が、前記後部拡散セグメント（２６）の外部表面を被覆する反
射材料の層から構成されていることを特徴とする、請求項３記載の装置。
【請求項６】
　前記前部周囲部分（２２）が、物体焦点がほぼ前記後部拡散セグメント（２６）上に配
置される収束レンズを形成していることを特徴とする、請求項３～５のいずれか１項と組
み合わされた請求項２に記載の装置。
【請求項７】
　前記基本断面（１６）の後部周囲部分（２４）が、頂部側方光拡散セグメント（３４）
を含み、このセグメントが、前記光ガイド（１０）の基本断面（１６）内を前記頂部側方
拡散セグメント（３４）から下方に延長する第２光軸（３６）を画定し、かつ前記導かれ
た光線（Ｒｃ）を長さの内側へ、下方におよび長さの外側へ上方に拡散し、
さらに、前記光学システムが、前記頂部側方セグメント（３４）によって上方に拡散され
た前記光線（Ｒｄ’）をほぼ前方に反射するように、前記第２光軸（３６）に沿う前記頂
部側方拡散セグメント（３４）に対向して、前記基本断面（１６）の上方に位置する頂部
側方反射器（３８）を備えていることを特徴とする、請求項１～６のいずれかに記載の装
置。
【請求項８】
　前記第２光軸（３６）が、実質的に垂直であり、かつ前記主光軸（２８）と直交してい
ることを特徴とする、前記請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記頂部側方反射器（３８）が、上方に拡散された前記光線（Ｒｄ’）を、前記主光軸
（２８）に対して実質的に平行な方向に前方へ反射するように、物体焦点が前記頂部側方
拡散セグメント（３４）上に配置されている放物線形状を有することを特徴とする、請求
項７または８のいずれかに記載の装置。
【請求項１０】
　前記第２光軸（３６）とイン・ラインに前記基本断面（１６）の下方に位置し、かつ前
記側方拡散セグメント（３４）によって下方に拡散され、かつ前記後部周囲部分（２４）
によって屈折される前記光線（Ｒｅ’）を、前方におよび前記主光軸（２８）に平行に反
射する下部側方反射板（４０）を備えていることを特徴とする、請求項７～９のいずれか
に記載の装置。
【請求項１１】
　前記後部周囲部分（２４）が、下方に拡散された前記光線（Ｒｅ’）が前記第２光軸（
３６）に平行に出射するように、像焦点が実質的に前記頂部側方拡散セグメント（３４）
に対応するレンズの形態にある下部分を備えていることを特徴とする、請求項１０記載の



(3) JP 4383192 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

装置。
【請求項１２】
　前記基本断面（１６）の後部周囲部分（２４）が、第１の頂部側方拡散セグメント（３
４）と第２の下部側方拡散セグメント（４２）を有し、これらのセグメントが、前記第１
の頂部側方拡散セグメント（３４）から前記第２の下部側方拡散セグメント（４２）まで
、ほぼ垂直の様態で延長する第２光軸（３６）を画定し、
　前記第１（３４）および第２（４２）の側方拡散セグメントの外部表面には、光線が前
記側方拡散セグメント（３４、４２）によって、概ね前記第２光軸（３６）方向に前記基
本断面（１６）の内側に向かって拡散されるように、反射材料が被覆され、
　前記側方拡散セグメント（３４、４２）のそれぞれに対向する前記周囲部分（２４）の
一部は、前記光線（Ｒｅ’、Ｒｅ”）が前記光ガイド（１０）から前記第２光軸（３６）
に平行に出射するように、物体焦点が対向する前記側方拡散セグメント（３４、４２）に
実質的に対応するレンズの形態にあり
　さらに、前記側方セグメント（３４、４２）に対向して前記基本断面（１６）の上方お
よび下方にそれぞれ位置し、かつ前記出射する光線（Ｒｅ’、Ｒｅ”）をほぼ前部に向か
って反射する２つの側方反射板（４０、４４）を備えていることを特徴とする、請求項１
～６のいずれかに記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば自動車用の、光ガイドと光源を備える灯火または表示装置に関する。
【０００２】
　また本発明は、線形の光ガイドであって、その少なくとも一部の長さが、前部周囲照明
部分と、後部光拡散セグメントを含む後部周囲部分とを備えるほぼ円形で垂直な基本横断
面が誘導線に沿って移動することによって生成される光ガイドと、
　光ガイドによって導かれるように、少なくとも１つの端面を介して光ガイドに入射する
光線を発する光源とを備える、例えば、自動車用の灯火または表示装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　幾つかの自動車用の灯火または表示機能を、同じハウジング中にまとめて、これらの様
々な機能のための電気配線を簡素化しようとするのが通常である。
【０００４】
　それぞれの機能には、光源、反射板、おそらくはガラスを備え、これらの様々な要素は
、幾何学的および測光学的特徴が様々な規制基準を遵守しなければならない灯火または表
示光線を発するように配置されている。したがって、それぞれの機能には、個々の灯火ま
たは表示装置を装備するための最小限の容積が必要である。
【０００５】
　しかし、灯火または表示装置を装備するために利用可能な容積は、自動車の前部と後部
両方で次第に小さくなってきている。これは、空気力学的な制約とデザイナの設計上の理
由で、技術的な考慮のみに由来する形状とは非常に異なるものとなるからである。
【０００６】
　したがって、多くの場合、機能を同じハウジング内に１つにまとめるために利用可能な
空間が不十分であり、その場合に様々な機能を異なるハウジング内に分散させることが必
要になり、よってコストが上昇し、かつ配線および組立時間が増加する。
【０００７】
　この問題を解決するために、光ガイドの利用法が知られている。例えば、欧州特許出願
公開第２４３４６７号明細書から、楕円形モジュールを備える前照灯が知られている。環
状の光ガイドが、楕円形モジュールのレンズを取り囲み、光ガイドから前方に発する光線
を誘導するための円筒形反射板、および管状反射板と協働して光を分断する表面を備えて
いる。このような構成の目的は、楕円モジュールの見かけ上の表面を増大することにある
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。
【０００８】
　欧州特許出願公開第０３６９７９号明細書から、その背面上にマイクロ・エッチングの
線を施した光ガイドも知られており、反射板が、この光ガイドの後方に配置され、マイク
ロ・エッチングの線が実質的に反射板の焦点に配置されている。この種類の光ガイドは、
光放射表面を形成するために、並列配置した他の同一の光ガイドと連係させようとするも
のである。
【０００９】
　従来技術によって作製された別の光ガイドが、図１から図３に示してある。
【００１０】
　光ガイド１０が、ここでは２つの端部１２および１４を備えている。この光ガイド１０
は、特にその端部１２または１４を介して、入射する光線を導こうとするものである。
【００１１】
　光ガイド１０は、ほぼ円形の基本横断面１６が誘導線１８に沿って移動することによっ
て実現する。誘導線１８が、ここでは、基本断面１６の実質的な中心に位置し、かつ基本
断面１６が誘導線１８に直交する。
【００１２】
　誘導線１８の形状は、当業者によって、特に美的条件にしたがって自由に画定される。
図１に示すように、誘導線１８がここではループの形状にある。
【００１３】
　以下の説明では、長手方向、垂直方向、または横方向の配向を非限定的に採用するが、
それを図２および図５の３面体Ｌ、Ｖ、Ｔによって示し、かつ光ガイド１０のすべての基
本断面１６に局部的に適用する。したがって、長手方向Ｌは、光ガイド１０の全体的な形
状に関係なく、それぞれの基本断面１６に対して常に直交する。したがって、画定される
垂直方向Ｖは、誘導線１８の形状にしたがって、例えば、自動車に関する基準フレームに
対して変化し得る。
【００１４】
　規定に従って、横方向Ｔは、図２および図５から図９の右側の後部から、図２および５
から９の左側の前部に向かって配向されている。図１、図３、および図４に示す例では、
横方向Ｔが、自動車に関する基準フレームに対して固定され、図１、図３、および図４の
矢印Ｔによって示してある。
【００１５】
　図２に示すように、基本断面１６の輪郭２０は、前部周囲照明部分２２と後部周囲部分
２４を有する。
【００１６】
　後部周囲部分２４は、光を拡散するための後部セグメント２６を有する。後部セグメン
ト２６の長さは、基本断面１６の直径に比べて短いので、以下の説明では、後部セグメン
ト２６を点と見なす。主光軸２８は、後部拡散セグメント２６から、前部照明部分２２ま
で横方向に延長する。
【００１７】
　図３に示すように、すべての後部拡散セグメント２６は、光ガイド１０の少なくとも一
定の長さにわたって、誘導線１８と平行に延長する後部光拡散線を生成する。
【００１８】
　光線は、端部１２または１４の少なくとも１つを介して、光ガイド１０に入射する。光
線は、ここでは、端部１４に向き合って位置する光源、例えば、「ＬＥＤ」とも呼ばれる
発光ダイオード３０から発せられる。
【００１９】
　光を導くために、光ガイド１０は、ガラスまたはプラスチックなどの透明材料から形成
されるが、それは、光ガイド１０が内在する媒体、特に、空気よりも大きな屈折率を有す
る。
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【００２０】
　図３に示すように、光ガイド１０の端部１４を介して入射する光線Ｒｃは、空気と光ガ
イド１０の間の屈折率の差により、基本断面１６の輪郭２０上で連続的に全体として反射
することによって、概ね誘導線１８の方向に光ガイド１０内側へ導かれる。
【００２１】
　このように、導かれた光線Ｒｃが後部拡散セグメント２６に達すると、これらの光線が
すべての方向に、特に、後部に向かって拡散され、次いで、このように拡散された光線Ｒ
ｄは、光ガイド１０の外側に出射し、かつ光ガイド１０の内側前部に向かって拡散される
。
【００２２】
　前部に向かって拡散された、主光軸２８回りの所与の立体角の中に含まれる光線Ｒｅは
、屈折され、かつこのように光ガイド１０の外側に出射するような入射角で、光ガイド１
０の前部照明部分２２に達する。
【００２３】
　したがって、前部照明部分２２は、自動車に必要な灯火、またはシグナル機能を果たす
。
【００２４】
　この種類の光ガイド１０によって、車両のスタイルおよびサイズの条件に見合う灯火ま
たはシグナル機能を果たすことができる。
【００２５】
　しかし、図３の光線Ｒｄによって示すように、光の無視できない部分が、光ガイド１０
の後部に向かって拡散されている。したがって、光ガイド１０によって前部に向かって投
射された光は、光ガイド１０の端面１４を介して入射する光の強度に比べて、最適な強さ
を有するものではない。
【特許文献１】欧州特許出願公開第２４３４６７号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第０３６９７９号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２６】
　これらの問題を解決するために、本発明は、基本断面から、その後部周囲部分を通過し
て出射する光線を前方に再誘導する、少なくとも１つの反射板を備えていることを特徴と
する、先に説明した種類の灯火または表示装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００２７】
　本発明の他の特徴によれば、
　　本装置は、主光軸に沿った後部拡散セグメントに対向して位置し、かつ後部に向かっ
て拡散された光線を、それらが前部周囲部分によって屈折されるように、基本断面の内側
に向かって反射する後部反射板を備え、
　　誘導線に直交する平面において、後部反射板は、それが反射する光を拡散するための
後部セグメントによって発せられる光線が、主光軸に実質的に平行に前部周囲部分から出
射するように基本断面によって屈折されるような形状を有し、
　　後部反射板は、後部に向かって拡散された光線を収束様態で後部拡散セグメントに向
かって反射し、
　　後部反射板は、中心がほぼ後部拡散セグメント上に配置される円弧の形状にある垂直
な基本横断面を有し、
　　後部反射板は、後部拡散セグメントの外部表面を被覆する反射材料の層から構成され
、
　　前部周囲部分は、物体焦点がほぼ後部拡散セグメント上に配置される収束レンズを形
成し、
　　基本断面の後部周囲部分は光を拡散するための頂部側方セグメントを備え、このセグ
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メントが、光ガイドの基本断面内を頂部側方拡散セグメントから下方に延長する第２光軸
を画定し、かつ導かれた光線を長さの内側へ下方におよび長さの外側へ上方に拡散し、
　　またこの本光学システムは、頂部側方セグメントによって、上方に拡散された光線を
ほぼ前方に反射するように、第２光軸に沿った頂部側方拡散セグメントに対向して基本断
面の上方に位置する頂部側方反射器を備え、
　　第２光軸は、実質的に垂直でありかつ主光軸に対して直交し、
　　頂部側方反射器は、上方に拡散された光線を主光軸に実質的に平行な方向に前方へ反
射するように、物体焦点が頂部側方拡散セグメントに沿って配置されている放物線形状を
有し、
　　本装置は、第２光軸とイン・ラインに基本断面の下方に位置し、かつ側方拡散セグメ
ントによって下方に拡散されかつ後部周囲部分によって屈折される光線を前方におよび主
光軸に平行に反射する下部側方反射板を備え、
　　後部周囲部分は、下方に拡散された光線が第２光軸に平行に出射するように、像焦点
が実質的に頂部側方拡散セグメントに対応するレンズの形態にある下部分を備え、
　　基本断面の後部周囲部分は、第１の頂部側方拡散セグメントと第２の下部側方拡散セ
グメントを有し、これらのセグメントが、第１の頂部側方拡散セグメントから第２の下部
側方拡散セグメントまでほぼ垂直の様態で延長する第２光軸を画定し、第１および第２の
側方拡散セグメントの外部表面には、光線が側方拡散セグメントによって概ね第２光軸方
向に基本断面の内側に向かって拡散されるように、反射材料が被覆され、側方拡散セグメ
ントのそれぞれに対向する周囲部分の一部は、光線が光ガイドから第２光軸に平行に出射
するように、物体焦点が対向する側方拡散セグメントに実質的に対応するレンズの形態を
有し、さらに本装置は、側方セグメントに対向して基本断面の上方および下方にそれぞれ
位置し、かつ出射する前記光線をほぼ前部に向かって反射する２つの側方反射板を備えて
いる。
【００２８】
　本発明の他の特徴および利点は、添付の図面を参照して行う以下の詳細な説明を読むと
明らかになると思う。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　図４は、本発明にしたがって作製された灯火または表示装置を示す。この装置は、本明
細書の冒頭で説明した光ガイド１０と後部反射板３２を備えている。
【００３０】
　灯火または表示装置の容積は、本装置の垂直な基本横断面が誘導線１８に沿って移動す
ることによって生成されるが、以下の説明では、灯火または表示装置の垂直な基本断面の
みについて説明する。
【００３１】
　図５は、図１の光ガイド１０の垂直な基本断面１６を示す。
【００３２】
　基本断面１６の輪郭２０は、前部周囲部分２２と後部周囲部分２４を含む。部分２２は
、自動車に必要な灯火または表示機能を果たす。
【００３３】
　後部周囲部分は、後部光拡散セグメント２６を含み、そのセグメントから光軸２８が横
方向に前方へ延びている。主光軸２８は、基本断面１６をほぼ対称的な上部と下部に分割
する。
【００３４】
　本発明によれば、後部反射板３２が、光軸２８に沿う後部拡散セグメント２６に対向し
て、基本断面１６の背後に位置している。
【００３５】
　灯火または表示装置が機能している間に、後部拡散セグメント２６に達する、光ガイド
１０内に導かれた光線は、灯火装置の背後に向かって拡散される。図５の符号Ｒｄは、セ
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グメント２６の背後に向かって拡散された光線を示す。
【００３６】
　この拡散光線Ｒｄは、後部反射板３２の反射表面に達するが、この反射表面は、反射光
線Ｒｒを、光ガイド１０の後部周囲部分２４の方向にほぼ前部に向かって反射する。
【００３７】
　この反射光線Ｒｒは、後部周囲部分２４を通過して基本断面１６の内側に入射するとき
に、まず屈折され、次いで、前部周囲照明部分２２を通過して、基本断面１６から出射す
るときに、再び屈折される。符号Ｒｅは、前部周囲照明部分２２から出射する光線を示す
。
【００３８】
　限定ではないが、後部反射板３２の形状は、出射光線Ｒｅが主光軸２８に実質的に平行
であるように、当業者によって設計されている。当業者は、光線Ｒｅが主光軸２８回りに
必要なだけ分散して出射するように、後部反射板３２の形状を自由に採用しうる。
【００３９】
　図６に示す第２実施例によれば、基本断面１６の前部照明部分２２は、収束レンズの形
状をしている。
【００４０】
　従来通り、収束レンズ２２の焦点軸は、主光軸２８と実質的に同一化され、その物体焦
点は、実質的に後部拡散セグメント２６に配置されている。ここでは、後部拡散セグメン
ト２６によって前部に向かって前部周囲照明部分２２まで拡散された光線が、主光軸２８
とほぼ平行に基本断面１６から出射するように屈折される。
【００４１】
　本発明によれば、後部反射板３２は、光心が実質的に後部拡散セグメント２６上に配置
されているほぼ円弧状の断面を有する。
【００４２】
　したがって、後部拡散セグメント２６によって背後に向かって拡散された光線Ｒｄは、
後部反射板３２に達し、次いで、後部反射板３２によって反射された光線Ｒｒの一部が、
前部照明部分２２を通過して前方に再拡散されるように、光心、すなわち、後部拡散セグ
メント２６に向かって反射される。よって、この出射光線Ｒｅは、主光軸２８とほぼ平行
である。
【００４３】
　これらの出射光線Ｒｅを、必要な角度に配向して主光軸２８回りに散乱させるように、
前部周囲照明部分２２の形状は、当業者によって自由に設計される。
【００４４】
　図示しないが、変形例として、後部反射板３２を光拡散セグメント２６の外部面に被覆
した反射材料の層によって形成することもある。したがって、この灯火装置は、図６に示
した第２実施形態と同様の様態で機能する。使用される反射材料には、例えば、アルミニ
ウムがある。
【００４５】
　図７に示す本発明の第３実施形態によれば、光ガイド１０の基本断面１６は、第２側方
光拡散セグメント３４を有している。
【００４６】
　限定はしないが、図７では、このセグメント３４は、後部周囲部分２４の頂部上に位置
している。したがって、以下の説明では、それを頂部側方セグメント３４と呼ぶ。
【００４７】
　このような頂部拡散セグメント３４は、頂部拡散セグメント３４から基本断面１６を通
過して、実質的に上から下に延びる第２光軸３６を画定する。ここでは、この第２光軸３
６が、基本断面１６を実質的に対称的な２つの部分に分割する。
【００４８】
　第２光軸３６は、図７に示すように、実質的に垂直であり、主光軸２８と直交している
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と有利である。
【００４９】
　灯火装置は、頂部側方セグメント３４に関連する頂部側方反射器３８を備えている。こ
の頂部側方反射器３８は、第２光軸３６に沿う頂部セグメント３４に対向して、基本断面
１６の上方に位置する。
【００５０】
　頂部光拡散セグメント３４は、導かれた光線に対して、後部光拡散セグメント２６と同
様の効果を有する。
【００５１】
　したがって、導かれた光線が頂部側方セグメント３４に達すると、それらは、特に、基
本断面１６の外側上方および基本断面１６の内側下方に拡散される。
【００５２】
　頂部反射板３８は、物体焦点が実質的に頂部側方光拡散セグメント３４上に配置されて
いる放物線の弧の形状を有する。頂部反射板３８は、この反射板３８の方向に上方に拡散
された光線Ｒｄ’が、頂部反射板３８によって主光軸２８に実質的に平行の方向に反射さ
れるように配向されている。
【００５３】
　この第３実施形態は、最初の２つの実施形態、またはその変形のいずれか１つ、例えば
、図７に示したように、第１実施形態と組み合わせることが可能である。
【００５４】
　図示しないが、図７に示した組合せの変形によれば、後部反射板３２と頂部反射板３８
は、一体型で作製されている。
【００５５】
　図８に示す本発明の第４実施形態によれば、先の実施形態にしたがって作製された灯火
装置が、第２光軸３６と実質的に対向して、基本断面１６の下方に位置する下部側方反射
板４０を備えている。
【００５６】
　この下部側方反射板４０は、頂部セグメント３４によって下方に拡散され、次いで、基
本断面１６の後部周囲部分２４の下部分を通過することによって屈折される光線Ｒｅ’を
、実質的に前部に向かって反射させようとするものである。
【００５７】
　図８に示した実施例によると、下方に拡散された光線を屈折する後部周囲部分２４のこ
の部分は、物体焦点が実質的に頂部拡散セグメント３４に配置されている収束レンズの形
態である。
【００５８】
　したがって、頂部セグメント３４によって下方に拡散された光線Ｒｅ’は、第２光軸３
６に実質的に平行に出射するように、後部周囲部分によって屈折される。
【００５９】
　ここでは、下部側方反射板４０は、焦点が後部周囲部分２４の下部分によって形成され
たレンズ中の頂部セグメント３４の像と同一化される全体的に放物線形状を有し、かつこ
の反射板は、下方に屈折された光線が主光軸２８と実質的に平行に前方に反射されるよう
に配向されている。
【００６０】
　図示していない本発明の変形によれば、頂部反射板３８、下部反射板４０、および後部
反射板３２は、一体型で作製される。
【００６１】
　図示しないが、第３および第４実施形態の変形によれば、側方拡散セグメント３４は、
後部周囲部分２４の下部分上に位置している。このような側方拡散セグメント３４の位置
の逆転は、灯火または表示装置の機能全体を変更するものではない。したがって、先の説
明は、主光軸に対して対称的であることを除けば、このような変形にも適用可能である。
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【００６２】
　図９に示してある、最初の２つの実施形態、およびそれらの変形と組合せ可能な第５実
施形態によれば、基本断面１６は、頂部拡散セグメント３４と下部拡散セグメント４２を
有している。
【００６３】
　下部光拡散セグメント４２は、後部周囲部分２４の外部面上の、先に説明した、すなわ
ち、基本断面１６に対して、垂直かつ直径方向の第２光軸３６との交点に位置する。した
がって、頂部セグメント３４と下部セグメント４２は相互に向き合う。
【００６４】
　これらの側方セグメント３４および４２のそれぞれには、反射材料、例えば、アルミニ
ウムが被覆されている。したがって、光は、もっぱら基本断面１６の内側に向かって、す
なわち、頂部セグメント３４によって、下向きにかつ下部セグメント４２によって上向き
に拡散される
【００６５】
　この灯火装置はまた、下部４０および頂部４４の２つの側方反射板を備えている。これ
らは、２つの側方セグメント３４および４２によって基本断面１６の内部に向かって拡散
され、次いで、基本断面１６の後部周囲部分によって屈折された光線Ｒｅ’およびＲｅ”
を、それぞれ前方に反射しようとするものである。
【００６６】
　図９に示す例では、後部拡散セグメント２６は、例えばアルミニウムなどの反射材料で
被覆されている。
【００６７】
　ここでは、後部周囲部分２４の頂部および下部の一部が、セグメント３４および４２に
よって、光を第２光軸３６と実質的に平行に拡散するように収束レンズの形態を有する。
【００６８】
　側方反射板４０および４４は、焦点が後部周囲部分２４の頂部分と下部分からそれぞれ
構成されているレンズ中の頂部３４と下部４２のセグメントの像と、それぞれに同一化さ
れるほぼ放物線形状を有し、かつこれらの反射板は、後部周囲部分２４によって屈折され
た光線を、前方におよび主光軸２８に実質的に平行に反射するように配向されている。
【００６９】
　図示しないが、本発明の別の実施形態によれば、後部セグメント２６によって後部に向
かって拡散された光線を、最初の２つの実施形態にしたがって反射する。その場合、頂部
反射板４４、下部反射板４０、および後部反射板３２を一体型に作製する。
【００７０】
　図示しないが、第５実施形態の変形によれば、光ガイド１０は、唯一の側方拡散セグメ
ント３４または４２と、単一のそれぞれに関連する反射板４０または４４を備えている。
【００７１】
　したがって、本発明は、第１に、後部拡散セグメント２６に見られるように、まず光源
の輝度を増大することによって、またはセグメント４２および３４によって見かけ上の表
面を増大することによって、灯火装置から前部に向かって発せられる光の強度を増大させ
るものである。
【００７２】
　図示しないが、それぞれの実施形態の変形によれば、拡散セグメント２６、３４、およ
び４２、ならびにそれに関連する反射板を、唯一のまたは幾つかの光ガイド部分１０上に
作製することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】従来の設計にしたがって作製された光ガイドを示す斜視図である。
【図２】図１の切断面２－２に沿う、光ガイドの垂直な基本断面図である。
【図３】図１の矢印３で指す、光ガイドの一部を示す拡大図である。
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【図４】本発明にしたがって作製された、主として図１の光ガイドと反射板を備える灯火
または表示装置を示す斜視図である。
【図５】図４の切断平面５－５に沿う、光線の経路を、連続線によって示す断面図である
。
【図６】図５と同様の、灯火または表示装置の第２実施形態を示す図である。
【図７】図５と同様の、灯火または表示装置の第３実施形態を示す図である。
【図８】図５と同様の、灯火または表示装置の第４実施形態を示す図である。
【図９】図５と同様の、灯火または表示装置の第５実施形態を示す図である。
【符号の説明】
【００７４】
　１０　光ガイド
　１２、１４　光ガイドの端面
　１６　基本断面
　１８　誘導線
　２０　基本断面の輪郭
　２２　前部周囲照明部分
　２４　後部周囲部分
　２６　後部光拡散セグメント
　２８　主光軸
　３０　光源
　３２　後部反射板
　３４　頂部側方拡散セグメント
　３６　第２光軸
　３８、４４　頂部側方反射器
　４０　下部側方反射板
　４２　下部光拡散セグメント
　Ｒｃ　入射光線
　Ｒｄ、Ｒｄ’、Ｒｅ’、Ｒｅ”　拡散光線
　Ｒｅ　出射光線
　Ｒｒ　反射光線
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